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令 和 ６ 年 ４ 月 1 7 日 （ 水 曜 日 ）

午前10時１分開会

出 席 議 員（38名）

（ ）２番 永 山 敏 郎 県 民 連 合 立 憲

（ ）３番 今 村 光 雄 公 明 党 宮 崎 県 議 団

（ ）４番 工 藤 隆 久 同

（ ）５番 川 添 博 宮崎県議会自由民主党

（ ）６番 荒 神 稔 同

（ ）７番 福 田 新 一 同

（ ）８番 本 田 利 弘 同

（ ）９番 山 内 同いっとく

（ ）10番 山 口 俊 樹 同

（ ）11番 下 沖 篤 史 同

（ ）12番 齊 藤 了 介 同

（ ）13番 濵 砂 守 同

（ ）14番 黒 岩 保 雄 緑 風 会

（ ）15番 脇 谷 のりこ 親 和 会

（ ）16番 松 本 哲 也 県 民 連 合 立 憲

（ ）17番 山 内 佳菜子 同

（ ）18番 坂 本 康 郎 公 明 党 宮 崎 県 議 団

（ ）19番 二 見 康 之 宮崎県議会自由民主党

（ ）20番 日 高 博 之 同

（ ）21番 後 藤 哲 朗 同

（ ）22番 佐 藤 雅 洋 同

（ ）23番 日 髙 陽 一 同

（ ）24番 安 田 厚 生 同

（ ）25番 日 髙 利 夫 同

（ ）26番 内 田 理 佐 同

（ ）27番 図 師 博 規 無所属の会 チームひむか

（日本共産党宮崎県議会議員団）28番 前屋敷 恵 美

（ ）29番 井 本 英 雄 自 民 党 同 志 会

（ ）30番 岩 切 達 哉 県 民 連 合 立 憲

（ ）31番 重 松 幸次郎 公 明 党 宮 崎 県 議 団

（ ）32番 坂 口 博 美 宮崎県議会自由民主党

（ ）33番 山 下 寿 同

（ ）34番 外 山 衛 同

（ ）35番 武 田 浩 一 同

（ ）36番 丸 山 裕次郎 同

（ ）37番 中 野 一 則 同

（ ）38番 山 下 博 三 同

（ ）39番 野 﨑 幸 士 同

地方自治法第121条による出席者

知 事 河 野 俊 嗣

副 知 事 日 隈 俊 郎

副 知 事 佐 藤 弘 之

総 合 政 策 部 長 重黒木 清

政 策 調 整 監 田 中 克 尚

総 務 部 長 吉 村 達 也

危 機 管 理 統 括 監 児 玉 憲 明

福 祉 保 健 部 長 渡久山 武 志

環 境 森 林 部 長 長 倉 佐知子

商工観光労働部長 川 北 正 文

農 政 水 産 部 長 殿 所 大 明

県 土 整 備 部 長 桑 畑 正 仁

長 倉 正 朋宮崎国スポ・障スポ局次長

会 計 管 理 者 米 良 勝 也

企 業 局 長 松 浦 直 康

病 院 局 長 村 久 人

財 政 課 長 池 田 幸 優

教 育 長 黒 木 淳一郎

公 安 委 員 長 江 藤 利 彦

警 察 本 部 長 平 居 秀 一

代 表 監 査 委 員 川 野 美奈子

人 事 委 員 長 佐 藤 健 司

事務局職員出席者

事 務 局 長 小 牧 直 裕

事 務 局 次 長 海 野 由 憲

議 事 課 長 菊 池 博

政 策 調 査 課 長 西久保 耕 史

議 事 課 長 補 佐 松 本 英 治

議 事 担 当 主 幹 弓 削 知 宏

議 事 課 主 任 主 事 上 園 祐 也

議 事 課 主 任 主 事 青 野 奈 月
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開 会◎

これより令和６年４月臨時会○濵砂 守議長

を開会いたします。

本日の会議を開きます。

議席の一部変更◎

ここで、議席の一部を変更い○濵砂 守議長

たします。

各議員の議席は、会議規則第５条第１項の規

定により、ただいま御着席のとおり指定いたし

ます。

会議録署名議員指名◎

会議録署名議員に、川添博議○濵砂 守議長

員、脇谷のりこ議員を指名いたします。

会期決定◎

まず、会期についてお諮りい○濵砂 守議長

たします。

本臨時会の会期は、議会運営委員会の決定ど

おり、本日１日とすることに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、その○濵砂 守議長

ように決定いたしました。

本日の日程は、お手元に配付の日程表のとお

りであります。〔巻末参照〕

副議長の辞職許可◎

次に、副議長から辞職願が提○濵砂 守議長

出されておりますので、事務局長に朗読させま

す。

〔事務局長朗読〕

辞 職 願

今般、一身上の都合により、副議長の職を辞

したいので、御許可くださるようお願いいたし

ます。

令和６年４月17日

宮崎県議会副議長 日高 博之

宮崎県議会議長 濵砂 守 殿

ただいま朗読いたしました副○濵砂 守議長

議長の辞職の件を議題といたします。

この場合、日高博之議員は、地方自治法第117

条の規定により除斥されますので、退席願いま

す。

〔日高博之議員退席・退場〕

お諮りいたします。○濵砂 守議長

副議長の辞職を許可することに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、副議○濵砂 守議長

長の辞職は許可されました。

日高博之議員の着席を求めます。

〔日高博之議員入場・着席〕

副議長の選挙◎

これより副議長の選挙を行い○濵砂 守議長

ます。

議場の閉鎖を命じます。

〔議場閉鎖〕

ただいまの出席議員は38名で○濵砂 守議長

あります。

会議規則第32条の規定により、立会人に、武

田浩一議員、坂本康郎議員、松本哲也議員を指

名いたします。

投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

令和６年４月17日(水)

- 4 -



令和６年４月17日(水)

投票用紙の配付漏れはありま○濵砂 守議長

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

配付漏れなしと認めます。○濵砂 守議長

投票箱を改めさせます。

〔投票箱点検〕

異状なしと認めます。○濵砂 守議長

念のため申し上げますが、投票は単記無記名

であります。

投票用紙に被選挙人の氏名の記載を願いま

す。

立会人の立会いを願います。

これより投票に移ります。

まず、立会人の投票を願います。

〔立会人投票〕

それでは、議席順に順次投票○濵砂 守議長

を願います。

〔各議員投票〕

投票漏れはありませんか。○濵砂 守議長

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

投票漏れなしと認めます。○濵砂 守議長

投票を終了いたします。

開票を行います。

立会人の点検を願います。

〔開票・点検〕

立会人は自席にお戻りくださ○濵砂 守議長

い。

選挙の結果を報告いたします。

投票総数38票、うち有効投票38票、有効投票

中、野﨑幸士議員29票、重松幸次郎議員４票、

岩切達哉議員４票、前屋敷恵美議員１票。

以上の結果、野﨑幸士議員が最高点であり、

かつ法定得票数以上でありますので、副議長に

当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

ただいま副議長に当選されま○濵砂 守議長

した野﨑幸士議員が議場におられますので、本

席から、会議規則第35条の規定により、当選の

告知をいたします。

御承諾を願います。

ここで、副議長の御挨拶があります。野﨑幸

士議員の登壇を願います。

〔登壇〕 一言御挨拶を申し上○野﨑幸士議員

げます。

ただいま宮崎県議会第103代副議長に選任いた

だきました、野﨑幸士でございます。

この歴史のある宮崎県議会の副議長という大

任を拝命し、身に余る光栄でございます。心か

ら感謝を申し上げます。また同時に、その使命

と重責を痛感しているところでございます。

これからは濵砂議長をしっかりとお支えし、

皆様からの協力を賜りながら、円滑な議会の運

営に努めてまいる所存でございます。

今後もなお一層の皆様方の御指導、御鞭撻を

賜りますよう心からお願い申し上げまして、簡

単でございますが、就任の御挨拶とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。

（拍手）〔降壇〕

常任委員会委員及び議会運営委員会委員◎

の辞任許可

次に、常任委員会委員及び議○濵砂 守議長

会運営委員会委員の辞任願が提出されておりま

すので、事務局長に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

辞 職 願

総務政策常任委員会委員

二見 康之
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令和６年４月17日(水)

山下 寿

福田 新一

脇谷のりこ

厚生常任委員会委員

日高 博之

武田 浩一

山口 俊樹

下沖 篤史

重松幸次郎

永山 敏郎

商工建設常任委員会委員

中野 一則

後藤 哲朗

佐藤 雅洋

内田 理佐

荒神 稔

工藤 隆久

図師 博規

環境農林水産常任委員会委員

丸山裕次郎

野﨑 幸士

安田 厚生

日髙 利夫

本田 利弘

今村 光雄

松本 哲也

黒岩 保雄

文教警察企業常任委員会委員

日髙 陽一

いっとく山内

齊藤 了介

山内佳菜子

井本 英雄

議会運営委員会委員

二見 康之

野﨑 幸士

荒神 稔

山内佳菜子

このたび、都合により頭書の委員を辞任した

いので、委員会条例第13条第１項の規定によ

り、許可されるよう願い出ます。

令和６年４月17日

宮崎県議会議長 濵砂 守 殿

ただいま朗読いたしました常○濵砂 守議長

任委員会委員及び議会運営委員会委員の辞任願

を議題といたします。

お諮りいたします。

常任委員会委員及び議会運営委員会委員の辞

任は、これを許可することに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よっ○濵砂 守議長

て、辞任は許可されました。

常任委員会委員及び議会運営委員会委員◎

の選任

これより、ただいま辞任され○濵砂 守議長

ました常任委員会委員及び議会運営委員会委員

の後任を選任いたします。

選任の方法は、委員会条例第６条第１項の規

定により、議長から指名いたします。

事務局長に、各委員会別にその氏名を朗読さ

せます。

〔事務局長朗読〕

総務政策常任委員会委員

丸山裕次郎

後藤 哲朗

山口 俊樹
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令和６年４月17日(水)

黒岩 保雄

厚生常任委員会委員

野﨑 幸士

いっとく山内

齊藤 了介

山内佳菜子

井本 英雄

商工建設常任委員会委員

日髙 陽一

山下 寿

安田 厚生

日髙 利夫

本田 利弘

今村 光雄

松本 哲也

環境農林水産常任委員会委員

中野 一則

日高 博之

佐藤 雅洋

内田 理佐

荒神 稔

工藤 隆久

永山 敏郎

脇谷のりこ

文教警察企業常任委員会委員

二見 康之

武田 浩一

福田 新一

下沖 篤史

重松幸次郎

図師 博規

議会運営委員会委員

山下 寿

安田 厚生

福田 新一

松本 哲也

お諮りいたします。○濵砂 守議長

ただいまの朗読のとおり、それぞれ選任する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よっ○濵砂 守議長

て、ただいま指名いたしました各議員を、それ

ぞれ常任委員会委員及び議会運営委員会委員に

選任することに決定いたしました。

各種行政審議会委員の選任◎

次に、開発事業特別資金審議○濵砂 守議長

会委員、感染症対策審議会委員及び都市計画審

議会委員から辞任願が提出されましたので、後

任の選任について、あらかじめ協議いただきま

した互選の結果を報告いたします。

その氏名は、お手元に配付のとおりでありま

す。〔巻末参照〕

御了承を願います。

議案第１号及び第２号上程、採決◎

次に、お手元に配付のとお○濵砂 守議長

り、知事から議案第１号及び第２号の送付を受

けましたので、両案を一括議題といたします。

〔巻末参照〕

この場合、日高博之議員及び後藤哲朗議員

は、地方自治法第117条の規定により除斥されま

すので、退席願います。

〔日高博之議員、後藤哲朗議員退席・

退場〕

お諮りいたします。○濵砂 守議長

両案については、会議規則第39条第３項の規

定により、説明、質疑及び委員会の付託を省略

して直ちに審議することに御異議ありません
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令和６年４月17日(水)

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、その○濵砂 守議長

ように決定いたしました。

討論の通告はありません。

これより採決に入ります。

議案第１号及び第２号について、一括お諮り

いたします。

両案については、同意することに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よっ○濵砂 守議長

て、両案は同意することに決定いたしました。

日高博之議員、後藤哲朗議員の着席を求めま

す。

〔日高博之議員、後藤哲朗議員入場・

着席〕

議員発議案送付の通知◎

次に、お手元に配付のとお○濵砂 守議長

り、議員から議案の送付を受けましたので、事

務局長に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

令和６年４月17日

宮崎県議会議長 濵砂 守 殿

提出者 宮崎県議会議員 日高 博之

武田 浩一

坂本 康郎

松本 哲也

議員発議案の送付について

下記の議案を会議規則第16条第１項の規定に

より提出します。

記

議員発議案第１号

地域活性化対策特別委員会の設置

議員発議案第２号

防災減災・県土強靱化対策特別委員会の設

置

議員発議案第３号

カーボンニュートラル推進対策特別委員会

の設置

議員発議案第１号から第３号まで上程、◎

採決

ただいま朗読いたしました議○濵砂 守議長

員発議案第１号から第３号までの各号議案を、

一括議題といたします。

お諮りいたします。

各号議案については、会議規則第39条第３項

の規定により、説明、質疑及び委員会の付託を

省略して直ちに審議することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、その○濵砂 守議長

ように決定いたしました。

討論の通告はありません。

これより採決に入ります。

議員発議案第１号から第３号までの各号議案

について、一括お諮りいたします。

各号議案を、原案のとおり可決することに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よっ○濵砂 守議長

て、各号議案は原案のとおり可決されました。

特別委員会委員の選任◎

これより特別委員会委員の選○濵砂 守議長

任を行います。

選任の方法は、委員会条例第６条第１項の規
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令和６年４月17日(水)

定により、議長から指名いたします。

事務局長に、各特別委員会別にその氏名を朗

読させます。

〔事務局長朗読〕

地域活性化対策特別委員会委員

中野 一則

山下 博三

二見 康之

内田 理佐

福田 新一

本田 利弘

山口 俊樹

坂本 康郎

永山 敏郎

図師 博規

脇谷のりこ

防災減災・県土強靱化対策特別委員会委員

坂口 博美

丸山裕次郎

山下 寿

佐藤 雅洋

川添 博

いっとく山内

齊藤 了介

重松幸次郎

今村 光雄

山内佳菜子

黒岩 保雄

カーボンニュートラル推進対策特別委員会委員

外山 衛

武田 浩一

日髙 陽一

安田 厚生

日髙 利夫

荒神 稔

下沖 篤史

工藤 隆久

岩切 達哉

松本 哲也

前屋敷恵美

お諮りいたします。○濵砂 守議長

ただいまの朗読のとおり、それぞれ選任する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よっ○濵砂 守議長

て、ただいま指名いたしました各議員を、それ

ぞれの特別委員会委員に選任することに決定い

たしました。

ここで、各常任委員会、議会運営委員会及び

各特別委員会の正副委員長互選のため、暫時休

憩いたします。

なお、執行部はここで退席となります。

午前10時25分休憩

午前10時52分再開

議長の報告（正副委員長互選結果）◎

休憩前に引き続き会議を開き○濵砂 守議長

ます。

各常任委員会、議会運営委員会及び各特別委

員会の正副委員長互選の結果を報告いたしま

す。

その氏名を事務局長に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

総務政策常任委員会

委 員 長 川添 博

副委員長 山口 俊樹

厚生常任委員会
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委 員 長 山内佳菜子

いっとく副委員長 山内

商工建設常任委員会

委 員 長 日髙 利夫

副委員長 今村 光雄

環境農林水産常任委員会

委 員 長 内田 理佐

副委員長 永山 敏郎

文教警察企業常任委員会

委 員 長 重松幸次郎

副委員長 下沖 篤史

議会運営委員会

委 員 長 日髙 陽一

副委員長 福田 新一

地域活性化対策特別委員会

委 員 長 脇谷のりこ

副委員長 本田 利弘

防災減災・県土強靱化対策特別委員会

委 員 長 佐藤 雅洋

副委員長 齊藤 了介

カーボンニュートラル推進対策特別委員会

委 員 長 安田 厚生

副委員長 松本 哲也

ただいまの朗読のとおりであ○濵砂 守議長

ります。

閉 会◎

以上で、本臨時会の議事は全○濵砂 守議長

て終了いたしました。

これをもちまして、令和６年４月臨時会を閉

会いたします。

午前10時54分閉会
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